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(仮)分子間相互作用解析装置　利用手引き　　　　　　　

はじめに
本機器は、Spectral Shiftまたはマイクロスケール熱泳動（MST）により、２分子間の相互作用（Kd値）を測定することができます。タンパク質や低分子有機化合物だけでなく、イオンからリボソームまでの幅広いサイズの分子が解析対象となります。また、細胞抽出液や血清での分析、膜タンパク質の分析など幅広い解析例があります。

使用機器
Nano Temper Monolith RED/MOX

利用の流れ
　自己測定での利用をお願いします。

1 利用申請
機器管理責任者（柏野・北條）に利用申請をしてください。はじめに利用講習を受講し、使用の了解を得た方のみ利用できます。利用登録が終わりましたらTeams「Monolith」に招待します。

2 予約
Teamsチーム「Monolith」の予約表にて予約をしてください。
（所外の方は予約時間を9:00～17:00の間でお願いします。）

3 解析
タンパク質・リガンド等のサンプルを持参していただきます。
当研究所にてタンパク質のラベリングをする事も可能です。
利用後は使用簿に、名前・所属・時間・使用した消耗品などを必ず記入してください。

消耗品・試薬
　＜用意してあるもの＞
・ラベリングキット　
MO-L018, His-Tag Labeling Kit RED-tris-NTA 2nd Generation 
　 NT-L028, NT-L028 Spectral Shift Optimized Protein Labeling Kit For His-Tag Size Medium
・キャピラリー (Standard)


＜持参していただくもの＞
　・ピペットマン（20～200µL、2～20µL）
　・チップ
・チューブ（PCRチューブﾞなどの）
・その他ラベル化などで必要な器具、試薬

＊使用したキャピラリー数、ラベリングキットの使用量を使用簿に記入してください。
＊ラベリングキットの蛍光色素が最後の１本になった場合、機器管理責任者へご連絡ください。

利用料金（学内用）
　・キャピラリー　1本（機器使用料を含む）　　　　　　　150円
・His-tagラベリングキット（１µＬ）　  　　　　　　　2,000円
＊消耗品をご自分で用意される方は、機器使用料としてキャピラリー１本あたり50円の利用料金

例）１解析（キャピラリー16本）の場合
　　キャピラリー　×16本　　　　　　　　　　　　           ＝2400円
　　His-tagラベリングキット（16キャピラリー分、2µL使用）　＝4000円　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    合計　6400円







＊相互作用解析の他に、タンパク濃度の至適化やHis-tag付きタンパクとDyeのアフィニティーを調べるなどの予備実験があらかじめ必要な場合があります。

経費の負担について 
メンテナンス費用については利用者負担を原則としますが、明らかに過失と認められる故障については該当する利用者で負担していただきます。 
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